


で測量対象物のモデルを作成し、それをもとに最適なドロ ーン
の飛行経路を設計します。その座標情報をドロ ーンに与えるこ
とで、自動航行で最適経路を飛行できます。これらの技術を組
み合わせることで、設計したコ ースを立体的に自動航行しなが
ら、対象物に対して常に一定距離・姿勢を保ち、正面から計測で
きるようになりました。

従来より測量誤差を10分の1に大幅縮IJ\
建築•土木分野で応用可能性が広がる

完成した「アナライザー 01」では、従来のドロ ー ン測量で
士5cm程度あった測量誤差を土5mm程度にまで大幅に縮小する
ことに成功。構造物の微小な凹凸やひび割れなども精密に測
量できるようになりました。また斜面や高所での測量漏れも大
幅に改善し、高精度・高精細な3D測量データの作成を実現しま
した。これにより、斜面や高所、土砂崩れなどの災害現場といっ
た、人が行きにくい場所に足場を設置したり、人が測冒する時
閻やコストを削減できるだけでなく、安全性向上にも役立ちま
す。測量の効率化によって、建築・土木分野で長く課題になって
いる人手不足の解消にも貢献できると考えています。

2022年から「アナライザー01」を使った測量を本格化させ、

橋脚の計測に活用

すでに100を超える現場で採用されています。建設前の測量
だけでなく、建設過程や完成後の建造物を3D測量・保存し、そ
のデー タを後の保守・点検に活用していただくなど、応用可能
性も広がっています。

現在は、最新機「アナライザー05」を開発中です。衛星からの
電波が届かない場所でも自らの位置と姿勢を制御できる新た
な技術を開発。橋げたやトンネル、地下空間などでのドロ ー ン
測量を可能にしていこうとしています。さらに将来は、自社開発
のドロ ーンを製造・販売していけたらと展望を描いています。

より多くのお客様に当社の測量を知っていただくことが、次
の課題です。今回の優秀技術賞の受賞がその後押しになると、
嬉しく思っています。今後、さらなる性能向上とコストダウンに
も挑戦し、京都をはじめ地域の建設・土木業の方々にも使って
いただけるようにしていきたいと考えています。

技術者からひとこと

「アナライザー 01」をはじめド
口 ー ンやレ ーザースキャナを
使った3D測量を担当していま
す。ドロ ーン3D測菫で難しい
のは、飛行航路設計です。例え
ば樹木の高さや高架線の有無
など現場の周辺環境も確認 チームリ ーダー 内藤建郎氏（写真中央）
し、安全かつ効率的に自動航 グエン ・ ティエン ・ フック氏（写真左）

フアム ・ ヴァン ・ タイ氏（写真右）行できる航路を設計していま
す。今回優秀技術賞を受賞し、入社以来、腕を磨いてきたドロ ーン3D測量
の技術の高さや価値を認めていただき、非常に励みになりました。
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京都中小企業技術顕彰

京都中小企業技術顕彰は独創性のある優秀な新製品・新技術の開発に成果をあげ、京都産業に貢献した府内の
中小企業およびその技術者の功績を讃える制度で京都府と共同主催しています。
平成5年度から令和7年度の33回で延べ221 社、781 名を表彰。
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公益財団法人京都産業 21 //(gL


